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研究の概要： 

肩関節の機能評価として、肩甲骨運動やその周囲筋筋活動の計測が行われます。これらの計測値の比較には、

一定区間の平均値が用いられてきましたが、その手法ではデータ全体の挙動を比較できません。statistical 

parametric mapping(SPM)を用いると、時系列データを比較することができます。本研究では上肢動作中の肩甲骨

運動及びその周囲筋筋活動において、SPM と区間平均による比較で統計学的結果に違いが生じるかを検証しま

した。 

【方法】 

・対象：健常男性 21 名 

・方法：・肩甲骨運動を電磁気式モーションキャプチャシステムで計測 

        ・僧帽筋上部、中部、下部、前鋸筋の筋活動を計測 

    ・肩関節挙上下制動作の無負荷条件と負荷条件における肩甲骨運動と筋活動、筋活動比に対し、 

     SPM による 1 次元連続データの比較と従来の検定による区間平均の比較を実施しました。 

【結果】 

 

 

【結論】 

仮説やデータの特徴に合った適切な比較方法を選択するか、両方法を実施し結果に相違があった 場合はその理

由を説明することによって、より妥当な上肢の運動・筋活動評価を実施可能であると考えられます。 


